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研究成果概要 

本プロジェクトは宇宙線研究所附属明野観測所の敷地内にある 50cm の可視光望遠鏡（明

野 50cm 望遠鏡）に装着された可視同時 3 色カメラ(g’:400～550 nm、Rc:570～730 nm、

Ic:730～850 nm)を用いた突発天体現象即時フォローアップ観測を目的としている。特に

ガンマ線バースト(GRB)の即時フォローアップ観測において、現象の 2 分以内に観測開

始できる機能を備えている。 

 

1. GRB 観測 

本年度は 31 件の GRB に

ついては観測によって少

なくとも限界等級を求め

ることができた。右表は天

体同定ができた 2 天体と

発生 1 分以内に観測でき

たガンマ線バーストの各波長での等級（又は限界等級）と発生から観測開始までの時間

を示している。同定した 2 天体では観測開始までに時間を要しているが、これらの天体

の発見が日本時間の朝から夕方の間であり、すぐに観測が出来なかったためである。こ

れらの観測結果は GCN circular を通じて報告している(GCNC, Morita et al 2017, 

Harita et al. 2017)。また、前年度に初期の光度曲線を得ることが出来た GRB161017A

についても、大学院生が中心となりその物理的な解釈についてまとめ論文化を進めてい

る(Tachibana et al. in prep.)。 

 



 

2. 重力波現象の電磁波対応天体観測 

我々のグループでは、重力波現象の電磁波対応天体観測に向けて、国内外の望遠鏡チーム

(GROWTH project, J-GEM)と協力し、昨年度より継続して候補天体の位置や各観測サイトから

の観測可能な時刻や天候状況を表示するインターフェースなどの提供・統合開発を進めてき

た。 2017年 8月 17日に重力波望遠鏡 LIGOで検出された中性子星合体現象 GW170817の GROWTH

による電磁波対応天体観測では、残念ながら発生場所が日本から観測できる位置ではなかっ

たために明野観測所 50cm望遠鏡での観測は実施されなかったが、観測情報取り纏めシステム

は追観測計画を立案する上で重要な役割を果たし、観測に貢献した。この結果は GROWTH team

主導のもと、Science から論文が出版された(M. Kasliwal et al 2017)。また、前年度に明

野 50cm 望遠鏡が追観測に参加した重力波天体 GW170104 に関する論文も出版された

(Bhalerao et al 2017)。 

3. 光赤外線大学間連携での観測 

現在参加している「光・赤外線大学

間連携事業」の一環として、超新星

爆発残光観測を 2 件(SN2017eaw, 

SN2018zd)、ニュートリノ観測所

IceCube によって観測されたニュ

ートリノ事象の光学対応天体に関

する観測を 2 件(IceCube-170922, IceCube-171106)、全天 X 線モニターMAXI によって

発見されたブラックホール X 線連星候補天体  (MAXI 1820+070)の観測を実施した。

我々のグループでは特にブラックホール X 線連星候補 MAXI 1820+070 の観測で主導

的役割を果たしている(上図は 50cm 望遠鏡で得られた可視光度-色変動図)。現在も可視

光分光観測、及び可視・近赤外線の撮像観測も継続しており、今後解析を進め、結果の

物理的な解釈を議論していく。また、前年度までに明野 50cm 望遠鏡が参加した大学間

連携の観測成果論文が 2 件出版された(Tachibana et al 2017, Morokuma et al 2017)。 

4. 新観測システム構築 

これまでの明野 50cm 望遠鏡の運用に加え、11 月から岡山天体物理観測所 50cm の運用

が当研究グループに新規に加わった。 2 台の望遠鏡の観測を最大限に効率よく運用する

ためには、天候や観測された画像のクオリティなどをリアルタイムで評価、把握しなが

ら状況に応じて各望遠鏡に指令を行う必要がある。また、GRB や重力波天体などの可視

光対応天体探査、GROWTH や J-GEM、OISTER などの多機関共同観測にも柔軟に対応

できる制度設計が必要とされている。これにむけ望遠鏡・カメラ制御システムは従来そ

のままに、2 台の望遠鏡に対して最適な天体をリアルタイムで判定し、観測に必要な状況

を提供するマーシャルシステムの構築を新たに進めた。 
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